
ヒグマはヨーロッパでは駆除によって激減，北海道
では１９７０年代に毎年500頭が捕獲され，減らない
と信じられていた（犬飼 1967）。本当か？
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春グマ駆除期（1966-89）に春の捕獲数の増
加とともに，親子連れの捕獲数が急増

（梶 1982）

明治期（1916-35）と春グマ駆除期（1966-
83）の月別捕獲数の比較

季節別の捕獲個体群の構成（1972-75）
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スカンジナビアと北海道のヒグマと人の歴史
（乱獲→保護→管理）がパラレルに進行

駆除から保護，管理のパラダイムの変化は，社会経済
の変化と科学的な知見の蓄積によってもたらされた
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